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 はじめに
一般の科学の分野にとどまらず，社会科学系の学問分野においても, ｢安
価」で「効率的」かつ「短時間」に「大量」のデータを入手する方法を検討
することは，現在でも重要なテーマであろう．インターネット等のネットワ
ーク環境が発達した現在において，金融関連の情報提供として米国における
“Yahoo! Finance”1）や日本における「Yahoo! ファイナンス｣2）によるサービス
が行われており，株価等のデータの入手は容易となりつつあるけれども，企
業の財務情報のサービスとしては，過去から現時点までの時間的推移と各種
の産業の横断的なもののバルクを対象に抽出できるフリーの環境は整備が始
まった段階にあるといえよう3)．
本稿で扱うテーマは，比較的低いコストで，ある程度大きな規模の財務デ
ータを効率的に短時間で抽出できる学内向けのシステムを構築することであ
る．実際には「日経 NEEDS財務データ (一般事業会社)」のMT4) 版をもと
にデータベースを構築することによって，企業の財務データを効率的に取得
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1) 	
	

2) 	
	

3) 2008年に本格的にサービスが開始された金融庁による EDINET (
	) 上の XBRLを利用した財務データの提供等があり，今後サ
ービスの充実が期待される．
4) Magnetic Tapeの略．
するためのシステム構築について述べる5)．
本稿は，以下のような構成によって成り立っている．まず，Ⅱ節ではサー
バ環境の構築に関して述べる．ここでは，日経 NEEDS財務データのMT版
にもとづくデータベースサーバの構築を扱い，特にMac OS X Server, Linux,
Windowsといった各種のオペレーティング・システム (Operating System:
OS) におけるデータベース管理システム MySQL6) を用いたデータベースの
構築に関して詳しく述べる．次に，Ⅲ節において Web サーバ Apache7) と
MySQLを PHP8) を用いて連携させることによってWebブラウザを使ってデ
ータ抽出を可能とするシステムの構築について述べるとともに，Ⅳ節におい
て，このデータ抽出サービスを受けるためのクライアントの設定に関して述
べる．特に，データ解析環境9) からデータベースに ODBC10) を使ってアク
セスするための環境設定に関して述べる．さらに，Ⅳ節において，データ抽
出システムの実際の利用法に関して，具体例を与えながら述べることとする．
その際，MT版のデータベースから Webブラウザを利用して抽出する例と
ともに，ODBCを利用することによってデータベースからへダイレクト
にデータを抽出する例も与え，データ解析ソフトとデータベースとの間をシ
ームレスに利用する方法について言及する．最後に，Ⅵ節においてまとめと
今後の展望について述べる．なお，付録において．LAMP11) 環境の構築法，
ODBC環境の設定法，日経 NEEDS財務データMT版の解説とそれにもとづ
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5) 本稿を執筆するにあたり豊原 (2004，2009) が非常に参考になった．
6) 	

7) 
8) 正式名称は PHP: Hypertext Preprocessorであり，これを再帰的に略したものである．
オープンソースの汎用スクリプト言語であり, HTML (Hyper Text Markup Language)
に埋め込むことが可能である．なお，PHP という略語そのものは Personal Home
Page Toolsに由来する. 詳細は, PHPマニュアル (
) を参照されたい．
9) The R Project () によって開発・配布が行われているオープ
ンソースのデータ解析環境．
10) Open DataBase Connectivityの略．一般のアプリケーションからデータベースにネッ
トワークを経由してアクセスするための標準的なインターフェース規格．
11) Linux, Apache, MySQL, PHPの略．
いて構築されたデータベースの構造や構築に利用される各種のスクリプトの
ソースコードのリスト等が与えられる．
 サーバ構築
この節では，日経 NEEDS財務データMT版にもとづくデータベースサー
バの構築に関して述べる．今回構築した実際のデータベースは，連結本決算
と単独本決算に関する両方が存在するが，ここでは連結本決算にもとづくも
ののみについて述べる. プラットフォームとしては, Mac OS X Server
(10.5)，Linux (Ubuntu12) 8.04 LST)，Windows Vista上に LAMP環境が設定
済みであることを前提としていることに注意しよう．なお，LAMP環境の
構築に関しては付録Ａを，日経 NEEDS財務データMT版については付録Ｄ
を参照されたい．また，構築されたデータベースの構造については付録Ｇを
参照されたい．
まず，データベースの設計に関して以下のことに注意する．
これらの点に留意して，プラットフォームに共通したデータベース構築の手
順を以下に与える．特に，(設計項目２) の必要性として，データベース
	を実際に利用する際，日経会社コードでデータを抽出すること
が考えられるけれども，社名等のキーワードから日経会社コードを検索する
機能がなければ，そのことを実現するために膨大な社名リストの一覧を手元
に持つ必要があり，利便性が損なわれるという理由による．なお，各手順は，
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(設計項目１) 連結本決算データ (日経によるコード：HIFSCA052) に対するデー
タベース (	) の構造として，レコード種別 
, . . . ,

に対応するテーブル, . . . , を持つものを作成する．
(設計項目２) 社名から日経会社コードなどを検索可能にするために社名リストのテ
ーブルを作成する．
連結本決算のデータベースの設計項目
12) Ubuntuコミュニティ () によって開発されている Linux
ベースのオペレーティングシステム．
Unixのコマンドやシェルスクリプトを実行することによって実現され，そ
のためにはターミナル (terminal)，コンソール (console) といったシェル
(shell) を実行するためのアプリケーション上で作業が行われる．また，sed,
Perl等のインタプリタ13)，フィルタプログラム nkf 14) 等が適宜利用される15)．
なお，各手順で利用されるスクリプトファイルは以下のようなものである．
なお，これらのファイルのソースコードについては，付録Ｅを参照されたい．
(手順１) ファイルの前処理
シェルスクリプト・ファイルと圧縮された連結本決算のデー
タファイル
を適当なディレクトリに保存後，ターミナルを起動し，そのディレクトリ
に移動した後，以下のようにを実行する．(なお，	はシェ
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ファイル名 説明
 データファイルの前処理を行うシェルスクリプトから
なるファイル


 ファイルにおける適切な箇所にフィールドを区切るセ
パレータを挿入するための Perlスクリプトファイル
 データベースとテーブルを作成し，によ
って作成されたテーブル単位のデータファイルを
MySQLにロードするための SQLスクリプトファイル
 社名リストファイルを MySQLへロ
ードするための SQLスクリプトファイル
 !"#$
 !%#$
 !!#$
#$
13) sed, Perl等に関する詳細に関しては，ドゥラティ＆ロビンス (1997)，ウォールら
(1997) 等を参照されたい．
14) Network Kanji Filterの略．文字コードの変換等を行うプログラム．
15) Mac OS X, Linux には標準的にこれらの環境は用意されているので問題ないが，
Windowsにはデフォルトでこれらの環境は用意されていないので, Cygwin (&''
(((#()') 等の環境をあらかじめインストールしておく必要がある．
ルプロンプトである.)
このスクリプトは，以下の操作を行う．
 unzipコマンドでデータファイルを展開した後, リダイレクション (，
) を使ってこれらを１つのファイル	
にまとめる．
 grep, sed, Perl等を使って，このファイルから, . . . , とい
う文字列を含む行を個別に抜き出す．
 Perlスクリプトファイル

	を読み込んで，各ファイル
のフィールド間に tab () をセパレータとして挿入したファイル

	

, . . . , 
	

を作成する．(図１も参照.)
なお，Mac OS X Serverと Ubuntuにおいてファイル
	

. . . ,

	

を作成する最終段階でを用いて文字コードを UTF-816)
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	
図１：データファイルの前処理
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16) UCS Transformation Format 8 の略．(ここで，UCSは Universal Multiple-Octet Coded
Character Setの略.) 文字コード系 (character code system) である Unicodeの文字
に変換していることに注意しよう．(付録Ｅのシェルスクリプト・ファイ
ルも参照.)
(手順２) ファイルの移動
(手順１) で作成したファイル	
, . . . ,	をMySQL
のルートディレクトリに移動 (またはコピー) する．なお，OS 毎の
MySQLのルートディレクトリはデフォルトで以下のようなものである．
たとえば，Mac OS X Serverの場合は以下のように実行する．
(手順３) データベースとテーブルの作成
ターミナルで が存在するディレクトリに移動し,
コマンドを使って, MySQLモニタを権限で起動後, 
コマンドを以下のように実行する．
ここで，はMySQLのプロンプトである．は
以下の操作を行うスクリプトである．
 
コマンドでデータベース !"とテーブル #, . . . ,
$ #を作成する．
 
%コマンドを使って, (手順１) で作成したデータファイル
	
, . . . , 	をテーブル #, . . . , $ #に読み
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OS MySQLのルートディレクトリの場所
Mac OS X Server &'&
Ubuntu &'&&
Windows ()*+$+'))
,-'	.&'&

符号化方式 (Character Encoding Scheme: CES) の一つ．文字コードに関する詳細に
ついては，たとえば，深沢 (2003) を参照されたい．
込む．(図２も参照.)
(手順４) 社名リストのテーブルの作成
社名リストのテーブルを作成する際に，データベース	に含ま
れるすべての企業の社名リストを含むテキストファイルを作成する必要が
あるが，その作業自体は Windows上で行い，作成されたファイルを個々
のプラットフォームのデータベースに読み込む手順で行う．
以下の手順で社名リストのテーブル
を作成する．
(L1) 会社情報のファイルへの出力
一旦作成したデータベース	のテーブルから，会社の
日経コード ()，株価コード ()，日経業種コード (		)，社名
に関する情報 (, . . . , ) を抽出しファイルへ書き出す．実際
の作業は，MySQLモニタで以下のコマンドを実行する．(紙面の都合
上，スクリプトの途中で改行していることに注意.)
ここで，出力されたファイルは，フォルダ



 !"#$に保存されているので，次の手順を他の場所で行
う際にはその場所に移動 (またはコピー) しておくこと．なお，
MySQL の設定 ("%で設定) で文字コードが Shift_ JIS17) または
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"#&'(	
"#&()(*++		++	+,+++-++
+.+/0*11'*/)(22
/()3*(4!/0*(35627241!8
図２：データファイルのロード
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cp93218) になっていないと，文字コードに関するトラブルが起こる可能
性があることに注意しよう. また，で処理する段階で, プライム ()
があると読み込む際に失敗するので，エディタまたはインタプリタで削
除しておく必要がある19)．
(L2) によるファイル処理
(R1) を起動後，以下のスクリプトを実行しファイルをオブジェクト
に読み込む
ここで，はのプロンプトである．
(R2) 社名の重複排除を行い，オブジェクトに代入する．
(R3) 以下のスクリプトを実行し, 日経コード	

	, 株価コ
ード 
, 社名 (ローマ字表記 	, 日本語表記
	, カタカナ表記	
) のオブジェクトを作成し,
それらをデータフレームとして結合したものをオブジェクトへ代
入する．
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(
(())
)
[ 	([!])]
17) 日本工業規格 ( Japanese Industrial Standards : JIS) で策定されている文字コードに関
する規格である JIS X 0201 と JIS X 0208 をもとに作られた文字コード系. ｢JIS X 0208
漢字」の１バイト目をずらして (シフトさせて) 配置したことからこのような名称と
なった．現在は JIS X 0208 の附属書１で規定されている．詳細については，たとえ
ば，深沢 (2003) を参照のこと．
18) Code Page 932 の略．Shift_ JISをもとに Microsoft社によって Windows用に拡張され
た文字コード系．なお，932は「日本」に割り当てられた番号である．
19) ちなみに，プライム記号は “"#$%"&"'” 等の社名で利用されている．
(R4) ファイルへの書き出し
以下のスクリプトを実行し, 社名リストのテキストファイル
	を出力する．
ここで，ファイル	には１行目に列名が出力されている
ので，適当なエディタで削除しておくこと．また，ダブルクオテーショ
ン (
) も削除しておくこと．
(L3) 社名リストファイルのデータベースへの読み込み
Windows の場合は，データベースの読み込みのためにファイル
	を へコピーし,
MySQL モニタから コマンドを用いてスクリプトファイル
を実行する．
(図３も参照.)
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 !!"#$"(	[%&])
"!"#$"(	[%'])
 !!(("#$"(	[%)])
* #$+(	[%,]%	[%-]%	[%.]%+/

)
*0+#$+(	[%1]%	[%2]%	[%3]%+/

)
*0+!#$+(	[%&4]%	[%&&]%	[%&']%+/

)
	#$( !!"%"!"%
 !!(("%* %*0+%*0+!)
56(	%
	
%5 /7%+/
8
)

図３：社名リストファイルのロード
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
なお，Mac OS X Server と Ubuntu の場合は，社名リストファイル
	の行末コードを 
	等のコマンドを用いて
Unix用に変換し，さらに文字コードをを用いて UTF-8 に変換した
ものを，MySQLのルートディレクトリに移動しておく必要があること
に注意しよう．
(手順５) データ抽出専用ユーザ
の登録
データベースからデータを抽出することは，管理者ユーザ
でももちろん可能であるが，このユーザは抽出のみならず，すべ
てのデータベースの改変や削除まで可能であるため，セキュリティの観
点から問題がある．このような理由から，多くのユーザがデータベース
を利用することを考え，データ抽出を専用とするユーザを登録すること
が望ましい．データベースのすべてのテーブルからデータ
抽出を可能とする専用のユーザ
を登録するための実際の設定は，
MySQLモニタを起動し，，コマンドを用いて以下のよ
うに行う．
ここで，は，ユーザ
のパスワードを与える．
 データ抽出システムの構築
この節では，Ⅱ節で構築されたデータベースサーバから Web経由でデー
タを抽出するためのシステムの構築について述べる．なお，このシステムは，
以下の手順によってサービスを行う：
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 !"
#$#%#$&'(()
 "*++(
(,(()
それを実現するための仕様が以下のようなものである. (図４も参照のこと.)
各仕様で利用される主要なファイルの説明を以下の表に与える．なお，こ
れらのファイルのリストを付録Ｆに与えるのであわせて参照されたい．
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(手順１) Webページ上でデータベースからデータを抽出するための命令を入力し，
データベースサーバに送信
(手順２) 命令の処理
(手順３) 抽出結果を受け取る
データ抽出システムのサービス手順
(仕様１) HTML の 機能を使って SQL 問合せをデータベースサーバへ送信
()
(仕様２) PHPスクリプトを使って，受け取った SQL問合せをファイルへ出力し，
データの抽出を実行する
(仕様３) 抽出を行った結果の HTMLファイルをクライアントへ転送
データ抽出システムの仕様 (概略)
図４：データ抽出システムの概要
Client
		

		
 



↓
  ! 
↓

Network MySQL
"#$%&
Server
ここで，抽出システムに関するこれらのファイル群は20) という
ディレクトリ (またはフォルダ) に一括して納められており，そのディレク
トリは Webシステムのドキュメントルートの直下に設置している．なお，
OSに応じてドキュメントルートはデフォルトで以下のようになっている：
また，一時的に書き出される	

	
や等のフ
ァイルは OSを問わずシステムのトップディレクトリ (または) における
ディレクトリに保存されるように設定されている21)．なお，抽出結果の
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OS ドキュメントルート
Mac OS X Server  !	
Ubuntu """
Windows  #$"""
20) Kwansei Gakuin University, School of Business Administration, Data Extraction System
(関西学院大学商学部データ抽出システム) の略．
21) Windowsの場合にはこれらのファイル名には (諸般の事情から) プロセス IDを付加
する設定にはしていない．
ファイル名 説明
%!&	 SQL問合せのスクリプトをサーバへ送信するための HTML
ファイル．'()*の機能を使って PHP スクリプト +
!&	へ SQL問合せを送信 (,(-) する．
+!&	 以下の役割を果たす PHPスクリプトファイル．
1. %!&	によって送信された SQL 問
合せの受け取り
2. SQL問合せの内容をシェルのプロセス ID付きで SQL
スクリプトファイル	

	
に出力
3. ファイル 	

	
の内容を引数として
	
を実行することによって抽出結果を
に出力
ここで，にはシェルのプロセス IDが与えられる．
	

	
 +!&	によって出力される SQLスクリ
プトファイル．
 +!&	によって出力される HTMLファ
イル．
ファイルは，Mac OS X Serverと Ubuntuでは，最終的な出
力の段階でフィルタプログラム	
によって文字コードが Shift_ JISに変換
されていることに注意しよう22)．
 クライアント設定
IV.1 Webによる利用
Web 経由でデータベースを利用することに関しては，Internet Explorer
(IE)，Firefox等のWebブラウザが利用可能であればよく，特別な設定を行
う必要はない．
IV.2 ODBCによる利用：Rの場合
通常のデータベースの利用としては，一旦データをデータベースから抽出
し，ファイルなどに保存した後に，MS23) Excel等の一般のアプリケーショ
ンに読み込んで処理することが考えられるが，データベースから直接アプリ
ケーションにデータを読み込んで処理することができれば，データの流れが
シームレスとなり利便性が向上するであろう．オープン・データベース・コ
ネクティビティ (Open Database Connectivity ; ODBC) は，このことを実現
するための仕組みであり，一般のアプリケーションからデータベースにネッ
トワークを経由してアクセスするための標準的なインターフェース規格であ
る．(図５も参照.)
ODBCを使ってデータベースに直接接続可能なアプリケーションの例と
して，ここではを取り上げ，ODBCを利用するための設定について述べ
る．なお，Windowsにおける ODBCの設定に関する詳細については付録Ｂ
を参照されたい．また，とデータベースとのインターフェースに関しては
付録Ｃを参照されたい．
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22) Windowsの場合は LAMP環境構築の際に文字コードを cp932 で運用する設定にして
おり，デフォルトのキャラクターセットを Shift_ JISに設定してを実行
しているのでこの限りではない．
23) MicroSoftの略．
Windows, Mac OS X, Linux等のプラットフォームに共通するに関する
ODBC環境の設定は以下のような手順で行う：
ここでは設定の具体例として，Windows上のにパッケージ RODBCを
インストールする場合について以下に与える．なお，に関するパッケージ
は CRAN24) サイトからダウンロードすればよい．
(RODBC-W 1) RODBCドライバ (パッケージ) のダウンロード先の設定
の [パッケージ] メニューから [CRANサイトの設定……] を選択する
と，[CRAN mirror] というダイアログが開くので，適当なサイト (ここ
では筑波大学のサイト) を選択する．
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(手順１) パッケージ RODBCのダウンロード
(手順２) パッケージ RODBCのインストール
RODBCの設定
24) Comprehensive R Archive Networkの略．のソースコードや Unix, Linux, Windows,
Mac OS用のバイナリファイル，ドキュメント，アドオンパッケージなどを提供する
サイト．URL (Uniform Resource Locator) は，	

で
ある．
図５：ODBCの役割
Data file
Application
DatabaseODBC
(RODBC-W 2) RODBCドライバ (パッケージ) のインストール
の [パッケージ] メニューから [パッケージのインストール……] を選
択すると，[Packages] というダイアログが開くので，[RODBC] を選択
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図６：CRANミラーサイトの設定 図７：CRANミラー
サイトの一覧
図８：インストール
パッケージ
RODBCの選択
図９：パッケージ RODBCをインストールしている
画面
すると，パッケージが手順 (RODBC-W 1) で指定された場所からダウン
ロードされ，インストールされる．
 データベースの利用
この節では，データベースを Web経由で利用する場合と，から ODBC
経由で利用する場合について述べる．なお，両方ともデータの抽出には
SQL問合せ (SQL query) を記述することによって利用する方式をとること
に注意しよう．
V.1 SQL問合せの例
まず，SQL問合せを行うために最も重要なコマンドの基本的な
用法を与える．
ここで，の次に与える引数はデータベースに用意されているテー
ブルにおける抽出対象となる「カラム名」であり，複数のものを与えること
が可能である．なお，すべてのカラムを抽出対象とする場合はアスタリスク
() を指定する．次に，	
以降に抽出対象となる「テーブル名」を与え
る．オプションとして 以下には抽出する際の「条件」を与え，
	に続いて抽出の順序に利用する「カラム名」を与える25)．
では，典型的な SQL問合せの例を以下に与える．
(SQL-1) 社名 (英文) に		という文字列を含む企業の日経コードや
社名を抽出
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カラム名1カラム名2	
テーブル名条件	カラム名
コマンド
25) 一般に，RDBMS毎に SQLの実装は異なる可能性があることに注意しよう．なお，
MySQLに実装されている SQLに関する詳細に関しては，たとえば，デュボワ (2003)，
西沢 (2007) を参照されたい．
[解説] 企業の社名や日経コードが納められているテーブルに
おけるカラム	

(英文表記の企業名) においてという
文字列を含むフィールドをすべてのカラム () に対して抽出する
() ことを意味する．
(SQL-2) トヨタ自動車の「決算年月日｣, ｢決算月数｣, ｢売上高・営業収益」
を抽出 (決算年月日順)
[解説] 損益計算書のテーブルにおけるカラム	(日経会社コー
ド) において(トヨタ自動車の日経会社コード) という文字列
を含むフィールドを	(決算年月日)，	(決算月数)，(売上
高・営業収益) に対して，決算年月日順 ( !	) に抽出する
() ことを意味する．
(SQL-3) 2008年３月31日決算の東京証券取引所１部上場企業の売上高・営
業収益と売上総利益の抽出 (日経会社コード順)
[解説] 損益計算書のテーブルにおけるカラム	(決算年月日)
において"## (2008年３月31日) であり，かつカラム	 (上
場情報：東京) において(１部上場) であるフィールドを	(日経会
社コード)，(売上高・営業収益)，$(売上総利益) に対して，
日経会社コード順 ( !	) に抽出する () ことを意味
する．
(SQL-4) 2008年３月31日決算の東京証券取引所１部上場企業の売上高・営
業収益の抽出 (日経会社コード順，企業名付き)
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%&'(	

)*+,,+-
	.	.%&'(	/++ !	-
	..$%&
'(	/+"##+0 	/++ !	-
[解説] 損益計算書のテーブルにおけるカラム(決算年月日)
において		 (2008年３月31日) であり，かつカラム	 (上
場情報:東京) において 1 (１部上場) であるレコードに対して損益計算
書のテーブルにおける日経会社コードのカラム (
) と企業リス
トのテーブルにおける日経会社コードのカラム (

) とを結合 () した結果から，
 (損益計算
書のテーブルにおける日経会社コードのカラム), 

 (企業リストのテーブルにおける日本語の企業名)，
 (損
益計算書のテーブルにおける売上高・営業収益) に対して日経会社コード
順 ( !" #$) に抽出する (%"&"'() ことを意味する．
(SQL-5) 東京証券取引所１部上場企業の売上高・営業収益と売上総利益の
パネルデータ抽出 (企業名付き)
[解説] 損益計算書のテーブルにおけるカラム	(上場情報：東
京) において(１部上場) であるレコードに対して損益計算書のテーブ
ルにおける日経会社コードのカラム (
) と企業リストのテーブ
ルにおける日経会社コードのカラム (
) とを結
合 () した結果から，
(損益計算書のテーブルにおける
日経会社コードのカラム)，
 (企業リストのテー
ブルにおける日本語の企業名)，
(損益計算書のテーブルにお
ける売上高・営業収益) と
)(損益計算書のテーブルにおける
売上総利益) に対して日経会社コードと決算年月日順 ( !" #$*
) に抽出する (%"&"'() ことを意味する．
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%"&"'(
*
*
+ ,

-

./" "-0		01!	-00 !" #$2
%"&"'(
*
*
*
*
)+ ,

-

./" "	-33 !" #$*2
V.2 Webによる利用
サーバへのアクセスは，学内から IEなどの Webブラウザで以下の URL
にアクセスすればよい：
URLに指定されているは Kwansei Gakuin University, School of
Business Administration, Data Extraction System (関西学院大学商学部デー
タ抽出システム) の略であり，単にと略する場合もあるので注意
されたい26)．図10は，IEを使って	
のデータ抽出
システムのトップページにアクセスしたときのイメージである．
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			
(Ubuntu)

		(Mac OS X Server)
図10：IE7 で   !"#$%&'($)*#%(+%, -./012340 にアクセスし
たときのイメージ
26) 今回提供する日経 NEEDS財務データの抽出サービスは，このシステムにおける最初
のサービスとして位置づけることができる．
現時点でのデータベースに関するサービスとしては，トップページに用意
された以下のリンクに関するものである：
・日経 NEEDS財務データベース (連結本決算)
・日経 NEEDS財務データベース (単独本決算)
また，データベースからデータを抽出する際に必要となる情報である．
・データレイアウト (連結，単独共通)
・ヘッダー詳細 (連結，単独，FA～FG共通)
・日経業種コードテーブル
の各種のテーブルのファイルが HTML, PDF形式でそれぞれ用意されている
ので，適宜参照されたい．なお，付録Ｇにデータベースの構造と各種のテー
ブルと同等の表を与えているのであわせて参照されたい．
データ抽出システム KGUSBADESのトップページから，たとえば「日経
NEEDS財務データベース (連結本決算)」というリンクをクリックするこ
とによって，連結本決算のデータを抽出するためのページにアクセスするこ
とができる．図11は，IEを使って	

の連結本決算
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図11：IE7 で連結本決算に関するデータ抽出システムのページ 
 !"#$%&'($)(('$*+,にアク
セスしたときのイメージとその説明
スクリプト入力ボックス
Resetボタン
SQLスクリプトの例
Submitボタン
に関するデータ抽出システムのページにアクセスしたときのイメージとその
説明である．
ここで，実際にデータ抽出を行うには，スクリプト入力ボックス に SQL
問合せ (SQL query) のスクリプトを入力し，ボタンをクリックす
ることによって，サーバに命令が送信され，結果が画面に表示される．なお，
	ボタンを押すことによって スクリプト入力ボックス に入力された
文字列をすべて消去することができることに注意しよう．また，SQL問合
せのスクリプトの入力例が用意されているのでコピー＆ペーストすることに
よって利用可能である．
ここでは，トヨタ自動車の日経コードと社名を抽出することを例として取
り上げ，データ抽出システムのデモンストレーションを与える．まず，IE
等のWebブラウザを使って
	の連結本決算に関す
るデータ抽出システムのページにアクセス後，SQLスクリプトの例１をス
クリプト入力ボックスへコピー＆ペーストし，ボタンをクリック
する．(図12も参照せよ.)
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図12：データ抽出の例：トヨタ自動車に関する検索
1）コピー＆ペースト
2）Submit !
この操作によって，ブラウザ上に図13のような結果が表示され，結果とし
てトヨタ自動車の日経コードがであることがわかる．
以上のような操作手順によってデータを抽出することが可能であり，これ
らのデータを手軽に再利用する方法としては，IE等のWebブラウザの [編
集 (E)] メニューから [すべて選択 (A)] を指定し，MS Excelへコピー＆
ペーストすることであろう．また，HTML形式やテキスト形式のファイル
として保存することも可能であるので，適当なソフトウェアに読み込んで利
用することも可能である．
V.3 R による利用
ここでは，の RODBCパッケージを利用してデータベース	

からデータを抽出する例を与える．なお，RODBCパッケージの詳細に関し
ては付録Ｃを参照されたい27)．
データの抽出に関しては，以下のような入力を行ってパッケージの読み込
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27) おけるデータの一般的な取り扱いに関してはスペクター (2008) が詳しい．
図13：データ抽出の結果：トヨタ自動車に関する検索
トヨタ自動車の日経コード
みとコネクションの確立を行っておく必要があることに注意しよう．具体的
には，を起動し，[R Console] において関数を使って RODBC
パッケージを読み込み，	
	関数を利用してデータベース
	とコネクションを確立する．
ここで，はのプロンプトであり，は ODBCドライバのインス
トール時に登録した．[DSN] 名である．(詳細は，付録Ｂを参照されたい.)
この入力によって，	オブジェクトにとデータベース	と
の間に確立したコネクションに関する情報が格納される．この後の操作は，
オブジェクト	の情報をもとにの関数を利用し，SQL問合
せをデータベースに送信することによってデータ抽出が行われることに注意
しよう．
V.3.1 トヨタ自動車の売上高・営業収益の抽出 (年月日順抽出)
トヨタ自動車の売上高・営業収益を収録されている年度すべてに関して抽
出することを例として与える．以下のように入力すればよい．(なお，誌面
の都合上，行の途中で折り返していることに注意されたい.)
ここでは，SQL問合せをデータベースに送信し，結果をオブジェクトに
代入している．なお，は．日時，決算期間，売上高・営業収益額を列に持
つ以下のようなオブジェクトである28)．
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28) 正確にはデータフレーム (data.frame) オブジェクトである．
このように抽出されたデータは以下のように入力することによって時系列プ
ロットを描くことができる．
なお，このような入力によって [R Graphics] ウィンドウに図14のようなプ
ロットが描画される．
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V.3.2 東証１部上場企業の売上高・営業収益と売上総利益の抽出
2008年３月31日決算の東京証券取引所１部上場企業の売上高・営業収益と
売上総利益を日経会社コード順にデータベースから抽出することは以下のよ
うに入力することによって実行できる．
ここで，は1202社の企業を行とし，日経会社コード，売上高・営業収益，
売上総利益を列としてもつオブジェクトである．このように抽出されたデー
タについて，売上高・営業収益と売上総利益の散布図を描くための命令が以
下のようなものである．
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図14：トヨタ自動車の売上高・営業収益の時系列プロット：1995年３月31日の決
算は６月30日決算から年度末に決算日の変更があったため，９ヶ月分のも
のとなっていることに注意されたい．
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なお，このような入力によって [R Graphics] ウィンドウに図15のようなプ
ロットが描画される．
このプロット結果から，売上高・営業収益と売上総利益の間には「線形性」
(直線関係) が成り立っていないことがわかる．このことは，このデータセ
ットに対して単回帰モデル (回帰直線) を当てはめることが成功しないこと
を示唆している．
そこで，実験的ではあるが，売上高・営業収益と売上総利益29) のそれぞれ
を対数変換したものの散布図を描き，回帰直線を当てはめることを考える．
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図15：2008年３月31日決算の東証１部上場企業の売上高・営業収益と売上総利益
の散布図
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以上のような入力によって図16のようなプロットが得られる．
この結果から，いくつかの外れ値が存在することは否めないけれども，
(少なくとも粗データに直接，回帰直線を当てはめるよりは) 回帰直線の当
てはまりが改善されていることが確認できることに注意しよう30)．
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図16：2008年３月31日決算の東証１部上場企業の売上高・営業収益と売上総利益
の散布図：対数スケール
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29) 売上総利益に関しては負のデータが含まれるため，ここでは4000を加えて正値にして
から対数をとっていることに注意しよう．
30) ちなみに，粗データと対数変換後のデータのそれぞれに単回帰モデルを当てはめたと
きに，自由度調整済み決定係数は0.44から0.79に増加した．
 おわりに
本稿は，日経 NEEDS財務データMT版にもとづいたデータベースサーバ
の構築とその利用法に関して述べてきた．今後の課題としては，インデック
スの作成等を検討しデータベースサーバのチューニングを行うことと，金融
関連企業の財務データ等の抽出サービスの充実が考えられる．また，前節で
扱った東証１部上場企業の売上高・営業収益と売上総利益のデータにもとづ
く散布図から類推されることであるけれども，財務データは，一般には，非
正規・非線形であると考えられるため，２次元対数正規分布等の非正規モデ
ルにもとづく非線形回帰モデルの構築とモデル選択，そしてそれらのモデル
にもとづく実証分析等を検討することが課題として考えられる．
(筆者は関西学院大学商学部教授)
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データベースの構築は実現できなかったことをここで改めて述べて本稿の結
びとさせて頂く．
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付録
Ａ LAMP環境の構築
現在，データベース環境の構築は，Linux上でWebサーバ Apacheとリレ
ーショナル・データベース・マネージメント・システム (RDBMS) である
MySQLを導入し，PHPでそれらを連携しながら運用することが標準になっ
ている．これらを略して，LAMP31) とよぶ．これらのソフトウェア間の関係
については図17を参照されたい．
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ここでは LAMP環境を，Mac OS X Server (10.5)，Linux (Ubuntu 8.04)，
Windows (Windows Vista) といった OS上に構築することを考える．
A.1 Mac OS X Server上での LAMP環境の構築
Mac OS X Server (10.5) に LAMP環境を構築する際に新たにソフトウェ
アをインストールする必要はなく，以下の手順に沿って行えばよい．
(手順１) デスクトップ上の [サーバー管理] アイコンをクリックする．
(手順２) 起動させたいプロトコル (ここでは，MySQL, Web等) にチェッ
クマークを入れ，[保存] ボタンをおす．
(手順３) MySQLの設定に関しては，[サーバー管理] の MySQLを選択し，
[MySQLの開始] ボタンをおす．
設定の際に，MySQLにおける (管理者ユーザ) のパスワードを聞
かれるので設定する必要があることに注意しよう．なお，インストールが
正常に完了したかどうかはターミナルからMySQLモニタを起動して以下
のように表示されればよい．
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図17：LAMP環境のイメージ図
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31) Windowsや Mac OSでは，正確には WAMP, MAMPとなろうが，ここでは LAMPと
いう用語を統一的に使う．
(手順４) Webサーバの設定に関しては, [サーバー管理] で項目 [Web]
を選択し，[Webの開始] ボタンをおす．なお，Webサービスが行われて
いるかどうかは，適当な Webブラウザでサーバにアクセスし確認する．
Web (HTTP) ドキュメントのルートは，	
		
	であることに注意しよう．
(手順５) PHPの設定と動作確認
) Web サーバ (Apache) の設定ファイル 		
32) において，デフォルトでは PHP関連の設定がによってコメ
ントアウトされているので，適当なエディタ33) を用いて削除し，設定を
有効にする. (以下も参照せよ.)．
) 以下の内容のファイル	をドキュメントルート
	
			に作成する．
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32) Apacheのサービスは，実質的には，Hyper Text Transfer Protocol (HTTP) のデーモ
ン (deamon) プログラムによって行われているため，という略語が利用され，
このことからその設定 (configuration) ファイル名がとなっている．
33) エディタを使って修正することをすすめる．なお，その際コマンドを併用
しなければいけないことに注意しよう．
) Webブラウザでドキュメントルートにあるを閲覧し，
PHPの各種状態を表示した図18のようなページが表示されれば，正常
にインストールされていることがわかる．
A.2 Linux上での LAMP環境の構築
Linuxとして，ここでは Ubuntu 8.04 を取り上げ，LAMP環境の構築につ
いて述べる．以下の手順に沿って行えばよい．
(手順１) Apacheと PHPのインストール
ターミナルを起動し，以下のスクリプトを実行する．
Apache (Webサーバ) のドキュメントのルートは，	
であり，
その管理者権限を持つユーザは		であることに注意しよう．な
お，ユーザ		に変更するためには，以下のように入力する．
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図18：WebブラウザでMacOS X Serverのドキュメントルート
にあるを開いたところ
				
				
 !"!を認識させるために#	を再起動
		
	

ここで，は，Ubuntuのコマンドプロンプトであり，はユーザ名，
以下はコメントであることに注意しよう．
(手順２) PHPの動作確認
) 以下の内容のファイル	
	をドキュメントルート
に作成する．
) Webブラウザでドキュメントルートにある	
	を閲覧し，
PHPの各種状態を表示した図19のようなページが表示されれば，正常
にインストールされていることがわかる．
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図19：Webブラウザで Ubuntuのドキュメントルートにある
 ! " ! を開いたところ
(手順３) MySQLのインストール
ターミナルから，以下のスクリプトを実行する．
インストールの途中でパスワードの設定を促されるので指示に従って入力
する必要がある．以上でインストールが完了する．インストールが正常に
完了したかどうかはターミナルからMySQLモニタを起動して以下のよう
に表示されればよい．
A.3 Windows上での LAMP環境の構築
Windowsとして，ここでは Windows Vistaを取り上げ，その上で LAMP
環境を構築する方法について述べる．Windows上に LAMP環境を構築する
フリーソフトウェアとしては，いくつか存在する34) けれども，ここでは
VertrigoServ を取り上げる．これは， Apache, PHP, MySQL, SQLite,
SQLiteManager, PhpMyAdmin, Zend Optimizerといった一連のソフトウェア
を一括インストールすることによってWindows上に LAMP環境を構築する
ソフトウェアである．実際のインストールは以下の手順に沿って行う．
(手順１) Vertrigo Projectのページ35) から，セットアップ・ファイル36) をダ
ウンロードし，管理者権限で実行する．
地 道 正 行56
	
	
		

  !"

#$%
%&%'	$(%)(*()
+,!,,",-+,",(--
.
34) たとえば XAMPP (//-
//0	)
等がある．
35) //
-
/
36) ここでは，1
22'0を利用している．
(手順２) インストーラーが起動し，インストール用の言語をきかれるので，
[ Japanese] を選択する．
(手順３) ダイアログ [セットアップウィザード] が起動するので，[次へ]
を選択する．
(手順４) ライセンスの同意に関するダイアログが表示されるので [同意す
る] を選択する．
(手順５) インストールするコンポーネントを選択するためのダイアログが
表示されるので [次へ] (デフォルト) を選択する．
(手順６) インストール先のフォルダをきかれるので，デフォルトではなく
	
に変更する37)．
(手順７) [スタートメニューフォルダ] の選択をきかれるので, [インスト
ール] (デフォルト) を選択する．
(手順８) インストールが開始され, (問題がなければ) 完了する．
(手順９) VertrigoServのアイコンが [VertrigoServ] グループに登録される
ので，ダブルクリックすることによって，VertrigoServの起動を示すウィ
ンドウが表示される. (図20参照.)
日経 NEEDS財務データにもとづくデータベースサーバの構築 57
図20：VertrigoServの起動画面
37) デフォルトのインストール先は，
		
であるけれ
ども，空白 (半角) を含むフォルダ名はトラブルの原因となるため，このような修正
を行うことを推奨する．
ここで，[Hide this window and start server] ボタンをクリックすること
によって，VertrigoServの起動を示すアイコンがタスクトレイに表示され
る．なお，タスクトレイに常駐している VertrigoServのアイコンにカーソ
ルを合わせて，マウスの右ボタンをクリックすることによって以下のよう
な VertrigoServのメニューが表示される．
このメニューから，MySQLモニタの起動や，各種のプロトコルの設定や
再起動等の操作を行うことができることに注意しよう.なお, VertrigoServ
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図21：VertrigoServのメニュー
図22：VertrigoServがインストールされたサーバの初期トップページ
が正常にインストールされたかどうかを確認する方法は，インストールし
たマシン上でWebブラウザを起動し，	
にアクセス
後，図22のように表示されればよい．
(手順10) 文字コードの変更
MySQLに利用される文字コードとして cp932 を利用する場合には，以下
のような手順で設定を行う．
) VertrigoServのメニューにおいて [Config Files] から [my.ini] を選
択する．
) エディタ (デフォルトは「メモ帳｣) が起動し，MySQLの設定ファ
イルが編集可能となるので，以下の２行を追記する．
) VertrigoServのメニューにおいて [Server] から [restart] を選択し，
VertrigoServを再起動する．
) VertrigoServのメニューにおいて [Tools] から [MySQL Console (for
root)] を選択することによってMySQLモニタを起動する．
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		,
,
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'.追記

 ,		,
,,	
	 .追記

(省略)

) MySQLモニタにおいてコマンドを実行し，
の箇所が	
になっていることを確認する．
A.4 TIPS
ここでは，LAMP運用上で留意すべき点を与える．
1.Windows 環境で VertrigoServ を利用している場合に，文字コードを
Shift_ JISで運用している場合にカタカナの「ソ」などの直後に円マー
ク () が挿入されるなどの問題が起こる場合がある．これは，いわゆ
る「5Cコード問題」とよばれるものであり38)，環境設定ファイルなど
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では対処できないことがある．このような問題がある場合には，
MySQLモニタの起動の際にオプション	
	
にを指定することによって問題を回避することができる場合があ
る：
2.Webベースの抽出環境下で以下のようなエラーメッセージが出力され，
抽出が失敗する場合がある：
このときは, PHPの設定ファイル
における	
を適切な値に設定する必要がある. (初期設定は	である.)
Ｂ ODBC環境の設定
オープン・データベース・コネクティビティ (Open Database Connectivity ;
ODBC) とは，一般のアプリケーションからデータベースにネットワークを
経由してアクセスするための標準的なインターフェース規格である．開発当
初は Windows であったが，現在では Linux や Mac OS X 等を含む Unix 系
OSにも実装され一般的に利用されている．ODBCはクライアント・サーバ
ーシステムであり，Windowsと一般の Unixサーバー上の DBMSに相互接続
を可能とする．Windows上の ODBC環境はデフォルトでインストールされ
ているが39)，Unix /Linux上では ODBCドライバ・マネージャが必要である40)．
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	
			
38) カタカナ「ソ」の Shift_ JIS文字コード (16進コード) は !である．一方， !は
Shift_ JISでは円マーク"に割り当てられているため，ソースコードや文字データの処
理において Shift_ JISを想定していないプログラミング環境ではエスケープシーケン
スと認識されることから問題が起こる場合がある．
39) 最新のバージョンは
##$$$		##%	#から入手可能で
ある．
40) たとえば，unixODBC (
##$$$&'(!)) や iOBDC (
##$$$
&'(!)) がある．
なお，FreeODBCプロジェクト41) から ODBCに関する情報が提供されてい
る．
一般に ODBCの環境設定は以下の手順で行われることに注意しよう．
ここでは，Windows (Vista) にMySQLがインストールされている場合に
ODBC環境を設定する方法について述べる．
(手順１) Windows用 ODBCドライバのダウンロード＆インストール
MySQLのサイト42) からドライバソフトウェア43) のファイルをダウンロー
ド後，ダブルクリックしインストールする．なお，インストールは通常の
ソフトウェアと同様である．
(手順２) ODBCデータソースアドミニストレータの起動
[コントロールパネル] から [ODBCデータソース] アイコンをダブルク
リックすると，[ODBCデータソースアドミニストレータ] ダイアログが
開くので, [ドライバ] タブで [MySQL ODBC3.51 Driver] が表示されて
いることを確認する．
(手順３) ドライバの選択
[システム DSN] タブで [追加] ボタンを押すと, [データソースの新規
追加] ダイアログが開くので，[MySQL ODBC3.51 Driver] を選択し，
[完了] ボタンを押す．
(手順４) DSN設定
[システム DSN] の項目に対し以下のように入力する．
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(手順１) ODBCドライバのインストール
(手順２) DSN (Data Source Name) の設定
ODBC環境設定の共通手順
41) 	
				
42) 	

	
43) 2010年１月現在で最新バージョンは，
	 !"
 
である．
(手順５) 設定の終了
[ODBCデータソースアドミニストレータ] ダイアログを [OK] ボタンを
押して閉じる．
Ｃ Rにおける RDBMSインターフェースパッケージ
には RDBMSと通信するためのいくつかのパッケージが用意されており，
それぞれ異なった水準でデータベースとの間でデータの入出力をサポートす
る．これらのうち RODBCパッケージは ODBCインターフェースをサポー
トしているデータベースに対するインターフェースを提供する. (図23参照.)
RODBCは Unix, Linux, Windows上で利用でき，ほとんどすべてのデータ
ベースシステムが ODBC に対するサポートを行っている．このことは
RODBCを利用することによって，共通ののコードで異なったデータベー
スシステムにアクセスすることが可能となることを示している．なお，
RODBCの動作は，Windows上では，Microsoft SQL Server, Access, MySQL,
PostgreSQL 等であり，Linux 上では，MySQL, Oracle, PostgreSQL, SQLite
等で確認されている．
データベースとの接続は，関数 または 	


を利用することによって開始される．なお，MS Access や MS
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図23：RODBCの役割のイメージ図
RODBC
＋ODBC
RDBMS
MySQL
Client Interface
Excel のファイルとの接続には 	


という関数が用意されている．また，ODBCを使った接続において，
によってクラインとサーバーの詳細を得ることができる．一
方，関数
によってデータベースとの接続は終了する44)．接続中
のデータベースのテーブルの詳細は関数

を利用することによっ
て確認できる．関数
はのデータフレームをデータベースにおけ
るテーブルにコピーし，
はデータベースにおけるテーブルを
のデータフレームにコピーする．SQL問合せを
でデータベース
に送ることができ，結果は のデータフレームとして返される．また，

によって SQL問合せをデータベースに送り，結果をデータベース
のテーブルとしてセーブすることができる．なお，RODBC の詳細は R
Development Core Team (2009) を参照されたい．
Ｄ 日経 NEEDS財務データMT版に関する解説
D.1 提供データ
本稿で利用したデータセットは，日経メディアマーケティング株式会社か
ら提供されている「日経 NEEDS財務データ MT版」である．ここで，MT
はMagnetic Tape (磁気テープ) の略であり，当初は磁気テープ媒体を使っ
て配布されていたためにこのような名称になったものと思われる45)．
なお，収録されているデータは「財務確報」に関する「決算期データ」で
ある．具体的には，以下のようなものである．
収録会社：全国上場会社 (ヘラクレス，マザーズ含む，外国部除く)，ジャ
スダック上場会社，非上場有価証券報告書提出会社
更新タイミング：各項目を更新タイミングにより基本項目 (貸借対照表・損
益計算書・キャッシュフロー計算書など), 付属項目 (各種明細表など)
に分類されている. なお, それぞれの更新タイミングは下記の通りである：
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44) を終了させることによっても接続は終了する．
45) 現在は DVDによって配布されていることに注意しよう．
提供ファイル：｢決算期データ」
レコード長：3040バイト
D.2 データファイル
今回提供されたデータファイルは表３ようなものであり，gzip形式で圧縮
されている：
このファイルを展開すると，以下のような形式のテキストファイルが得ら
れる. なお, ここでは2000年代の企業に関するデータファイル	

	
を展開後に得られるファイル	
		
中で，
2007年度決算の「極洋」のデータ１行分を与えている．
日経 NEEDS財務データにもとづくデータベースサーバの構築 65
表２：提供ファイル
収録会社 決算種別 ファイル名 更新頻度 収録開始期間
上場・店頭・有報会社 連結本決算 HIFSCA052 月次（月初第一営業日) 1984年４月期～
上場・店頭・有報会社 単独本決算 HIFSUA052 月次（月初第一営業日) 1964年４月期～
表３：日経 NEEDSデータMT版ファイル一覧
ファイル名 決算種別 説明
	

 連結本決算 1970年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 連結本決算 1980年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 連結本決算 1990年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	
	
 連結本決算 2000年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 単独本決算 1960年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 単独本決算 1970年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 単独本決算 1980年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	

 単独本決算 1990年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
	
	
 単独本決算 2000年代の企業に関するデータファイル (圧縮済)
表１：更新タイミング
項目 上場 店頭 有報（単独) 有報（連結)
基本項目 決算期３ヶ月後 決算期３ヶ月後 決算期４ヶ月後 決算期４ヶ月後
付属項目 決算期４ヶ月後 決算期４ヶ月後 決算期４ヶ月後 決算期４ヶ月後
ここで，１行は3040バイトであり，各行の先頭の４文字は，たとえば
は以下のことを意味する：
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表４：レコード種別に関するコード表
コード 意味 種類
 財務 財務，財務速報
 レコード種別 属性，貸借対照表，損益計算書，キャッシュフロー
計算書，その他，その他２，株主資本等変動計算書
 大分類 一般事業会社，銀行，証券，損保
 セグメント情報 通常は
なお，は「欠損値」を表すことに注意しよう．これら
のデータの配列等の詳細は，日経 NEEDS財務データMT版に付属のマニュ
アル [６] を参照されたい．
Ｅ データベース構築に関するスクリプトファイル
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-)#*(%),
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.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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0/%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/2030"
/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0/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/2030"
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0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0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0/(%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&	ファイルを読み込んで，項目ごとの列に分割する
セパレータはタブ (3) とする 
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'	ファイルを読み込んで，項目ごとの列に分割する
$セパレータはタブ (2) とする
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F.2 Mac OS X Server, Ubuntu用スクリプトファイル
F.3 Windows用スクリプトファイル
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Ｇ データベースの構造
構築された日経 NEEDS財務データベースは以下のようなものである：
・2008年版日経 NEEDS財務データMT版にもとづく連結本決算のデータ
ベース (コード：	)
・2008年版日経 NEEDS財務データMT版にもとづく単独本決算のデータ
ベース (コード：
	)
それぞれのデータベースには以下のようなテーブルが用意されている：
テーブル () のカラム (列) は以下のような共通の
構造を持っていることに注意しよう：
テーブル

＝
＝
ヘッダー部
～	
＋
＋
データ部
～	
ここで，ヘッダー部は，テーブル () に関して共通で
あり，カラムの詳細は表７で与えられる．また，各テーブル 
() に関するデータ部の詳細は表８～14を参照されたい46)．さ
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表５：テーブル一覧
テーブル名 内容
 属性
 貸借対照表
 損益計算書
 キャッシュフロー計算書
 その他
 その他２
 株主資本等変動計算書
 収録企業リスト
46) 紙面の都合上，これらの表の項目の一部を省略していることに注意されたい．なお，
すべての項目を含むリストのファイル (PDF, HTML形式) は，商学部のデータ抽出
システム のトップページからダウンロード可能であることに注意しよう．
また，すべての項目とその詳細は，日経 NEEDS財務データMT版に付属のマニュア
らに，テーブルは，表６で与えられるようなカラムを持つ収録
企業のリストである．最後に，表15に日経業種分類表を与えている．
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表６：テーブル	
	のカラム
カラム名 内容 データ型
 日経コード ()
 株式コード ()
 日経業種コード ()
 !" 社名 (英文表記) (#)
 !"$% 社名 (和文表記) (#)
 !"$% 社名 (カタカナ表記) (#)
表７：ヘッダー詳細 (単独，連結，&'(～)'(共通)
項番 位置 桁数 カラム名 データ型 項目名 内容
* *  !+* () レコード種別
,- .-財務速報/
0-確報
1- 一般事業会社-+/
銀行-*/
証券-#/
保険-2/
信用金庫-
,1*-属性
,31*-貸借対照表
,1*-損益計算書
,41*-キャッシュフロー表
,.1*-注記・明細*(有価証券注
記，退職給付会計等）
,01*-注記・明細#(リース会計,
デリバティブ注記等）
,51*-株主資本等変動計算書
# 6 7 !+# 48. 決算年月日 9999::44
2 *2 * !+2 (*) 識別フラグ 新規・修正-*/削除-;
 *  !+ () 日経会社コード 日経が定める会社コード
6 #*  !+6 () 株式コード 証券コード協議会が定める 桁
の会社コード
 #6 6 !+ (6) 予備 新株式コードのための予備 (スペ
ース)
 2+ # !+ (#) 決算月数 決算月数
7 2# * !+7 (*) 連結・単独フラグ 単独-*/連結-#
; 22 * !+; (*) 本・中間決算フラグ 本決算-*
中間決算-#
;ヶ月累計四半期-2
第*四半期-
第#四半期-6
第2四半期-
第四半期-
ル [６] を参照されたい．
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    	
() 決算期フラグ 新規収録分次期における修
正分
    	
() 発表決算期 このデータが発表された決算期

    	
() 予備 スペース
    	
() 連結基準フラグ 日本基準	基準 (単
独時は)
    	
() 上場フラグ 上場中未上場・上場廃止
    	
() 上場場部 東証部東証マザース
東証部ヘラクレス
大証部スタンダード
大証部グロース 
名証部
名証部
京都
広島
福岡
新潟
札幌
未上場
※上場廃止会社は，廃止時の場部
    	
() ジャスダックフラグ ジャスダック上場ジャスダ
ック未上場
    	
() ジャスダック市場 ジャスダック上場ジャスダ
ック未上場※上場廃止会社
は，廃止時のジャスダック市場
    	
() 有報フラグ 有報提出会社非有報提出会
社
    	
() 未上場収録フラグ 未上場会社として収録を継続して
いる収録廃止会社，上場会社

    	
() 予備 スペース
     データ作成日 
    	
() 日経業種コード 			…製造業非製造業
…日経業種中分類コード 	…
日経業種小分類コード
    	
() 上場情報：東京 部上場部上場マザ
ース未上場
    	
() 〃 ：大阪 部上場部上場未上
場
    	
() 〃 ：名古屋 部上場部上場未上
場
    	
() 〃 ：京都 部上場未上場
    	
() 〃 ：広島 部上場未上場
    	
() 〃 ：福岡 部上場未上場
    	
() 〃 ：新潟 部上場未上場
    	
() 〃 ：札幌 部上場未上場
    	
() 〃 ：ヘラクレス スダンダードグロース
    	
() 予備 スペース
項番 位置 桁数 カラム名 データ型 項目名 内容
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表８：属性 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() レコードＦＡ０１／ＥＡ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＢ０１／ＥＢ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＣ０１／ＥＣ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＤ０１／ＥＤ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＥ０１／ＥＥ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＦ０１／ＥＦ０１収録フラグ
  		 
() レコードＦＧ０１／ＥＧ０１収録フラグ
  		 
() 予備
  		 
() 予備
	  		 
() 予備
(中略)    
	  	 
() 予備
表９：貸借対照表 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 流動資産合計
  		 
() 当座資産合計
  		 
() 現金・預金
  		 
() 受取手形・売掛金
  		 
() （うち受取手形）
  		 
() （うち売掛金）
  		 
() 非連結子会社関連会社 受取手形・売掛金
  		 
() 有価証券
  		 
() 棚卸資産合計
	  		 
() 商品・製品
(中略)    
	  	 
() 予備
表10：損益計算書 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 売上高・営業収益
  		 
() 売上原価・営業原価
  		 
() 割賦販売未実現利益・返品調整引当金差額
  		 
() 売上総利益
  		 
() 販売費および一般管理費
  		 
() 営業利益
  		 
() 営業外収益合計
  		 
() 受取利息・割引料・有価証券利息
  		 
() 受取配当金
	  		 
() 資産処分益・評価益
(中略)    
	  	 
() 予備
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表11：キャッシュフロー計算書 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 税金等調整前当期純利益
  		 
() 減価償却費
  		 
() 固定資産売却損益（▲売却益）
  		 
() 固定資産除却損益（▲除却益）
  		 
() 有価証券および投資有価証券売却益（▲）
  		 
() 繰延税金
  		 
() 社債発行差金償却額
  		 
() 連結調整勘定償却額
  		 
() 貸倒引当金の増加額（▲減少額）
	  		 
() 退職給付引当金の増加額・年金費用
(中略)    
	  	 
() 予備
表12：その他 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 受取手形割引高
  		 
() 受取手形裏書譲渡高
  		 
() 貸倒引当金（欄外注記分）
  		 
() （棚卸資産のうち販売用不動産）
  		 
() （仕掛品のうち未成工事支出金）
  		 
() コマーシャル・ペーパー当期発行額
  		 
() コマーシャル・ペーパー当期償還額
  		 
() 税効果会計の対象となった繰越欠損金
  		 
() 有形固定資産減価償却累計額
	  		 
() 減価償却範囲額（有形無形その他の合計）
(中略)    
	  	 
() 予備
表13：その他２ ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 製品売上高
  		 
() 商品売上高
  		 
() その他営業収益
  		 
() （▲）売上値引・戻り高
  		 
() 売上高・営業収益明細合計
  		 
() 期首製品・商品棚卸高
  		 
() 当期製品製造原価
  		 
() 当期商品仕入高
  		 
() 小計
	  		 
() 期末製品・商品棚卸高
(中略)    
	  	 
() 予備
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表14：株主資本等変動計算書 ()データ部 (単独，連結共通)
項番 桁数 カラム名 データ型 項目名
  		 
() 資本金：前期末残高
  		 
() 資本金：新株の発行
  		 
() 予備
  		 
() 予備
  		 
() 予備
  		 
() 予備
  		 
() 予備
  		 
() 資本金：資本金から準備金または剰余金への振替
  		 
() 資本金：準備金から資本金または剰余金への振替
	  		 
() 資本金：剰余金から資本金または準備金への振替
(中略)    
	  	 
() 予備
表15：日経業種分類表
大分類 中分類 小分類 大分類 中分類 小分類 中＋小分類
非製造業 水産 水産    
非製造業 鉱業 石炭鉱業    
非製造業 鉱業 その他鉱業    
非製造業 建設 大手建設   	 	
非製造業 建設 中堅建設   	 	
非製造業 建設 土木・道路・浚渫   	 	
非製造業 建設 電設工事   	 	
非製造業 建設 住宅   	 	
非製造業 建設 その他建設   	 	
製造業 食品 飼料  	 		 			
製造業 食品 砂糖  	 		 			
製造業 食品 製粉  	 		 			
製造業 食品 食油  	 		 			
製造業 食品 酒類  	 		 			
製造業 食品 製菓・パン  	 		 			
製造業 食品 ハム  	 		 			
製造業 食品 調味料  	 		 			
製造業 食品 乳製品  	 		 			
製造業 食品 その他食品  	 		 			
製造業 繊維 化合繊  	 	 		
製造業 繊維 綿紡績  	 	 		
製造業 繊維 絹紡績  	 	 		
製造業 繊維 毛紡績  	 	 		
製造業 繊維 繊維二次加工  	 	 		
製造業 繊維 その他繊維  	 	 		
製造業 パルプ・紙 大手製紙  	 	 		
製造業 パルプ・紙 その他パルプ・紙  	 	 		
製造業 化学 大手化学  	 	 		
製造業 化学 肥料  	 	 		
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製造業 化学 塩素・ソーダ    
製造業 化学 石油化学    
製造業 化学 合成樹脂    
製造業 化学 酸素    
製造業 化学 油脂・洗剤    
製造業 化学 化粧品・歯磨    
製造業 化学 塗料・インキ   	 	
製造業 化学 農薬・殺虫剤    
製造業 化学 その他化学    
製造業 医薬品 大手医薬品  	  	
製造業 医薬品 医家向医薬品  	 
 	

製造業 医薬品 大衆向医薬品  	  	
製造業 石油 石油精製及び販売    
製造業 石油 石炭石油製品   
 

製造業 ゴム タイヤ   
 

製造業 ゴム その他ゴム製品   

 


製造業 窯業 ガラス    
製造業 窯業 セメント一次   
 

製造業 窯業 セメント二次    
製造業 窯業 陶器    
製造業 窯業 耐火煉瓦    
製造業 窯業 カーボン・その他    
製造業 鉄鋼 銑鋼一貫    
製造業 鉄鋼 平電炉・単圧   
 

製造業 鉄鋼 特殊鋼    
製造業 鉄鋼 合金鉄    
製造業 鉄鋼 鋳鍛鋼    
製造業 鉄鋼 ステンレス    
製造業 鉄鋼 その他鉄鋼    
製造業 非鉄金属製品 大手精錬  	  	
製造業 非鉄金属製品 その他精錬  	 
 	

製造業 非鉄金属製品 アルミ加工（含ダイカスト）  	  	
製造業 非鉄金属製品 電線・ケーブル  	  	
製造業 非鉄金属製品 鉄骨・鉄塔・橋梁  	  	
製造業 非鉄金属製品 その他金属製品  	  	
製造業 機械 工作機械  
 
 


製造業 機械 プレス機械  
 

 



製造業 機械 繊維機械  
 
 


製造業 機械 運搬機・建設機械・内燃機  
 
 


製造業 機械 農業機械  
 
 


製造業 機械 化工機械  
 
 


製造業 機械 ミシン・編機  
 
 


製造業 機械 軸受  
 
 


製造業 機械 事務機  
 
	 

	
製造業 機械 その他機械  
 
 


製造業 電気機器 総合電機  
 

 



製造業 電気機器 重電  
 


 




製造業 電気機器 家庭電器（含音響機器）  
 

 



大分類 中分類 小分類 大分類 中分類 小分類 中＋小分類
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製造業 電気機器 通信機（含通信機部品）    
製造業 電気機器 電子部品    
製造業 電気機器 制御機器    
製造業 電気機器 電池    
製造業 電気機器 自動車関連    
製造業 電気機器 その他電気機器   	 	
製造業 造船 造船    
製造業 自動車 自動車    
製造業 自動車 自動車部品    
製造業 自動車 車体・その他    
製造業 輸送用機器 車両  	  	
製造業 輸送用機器 自転車  	  	
製造業 輸送用機器 その他輸送用機器  	  	
製造業 精密機器 時計   
 

製造業 精密機器 カメラ   
 

製造業 精密機器 計器・その他   
 

製造業 その他製造 印刷    
製造業 その他製造 楽器    
製造業 その他製造 建材    
製造業 その他製造 事務用品    
製造業 その他製造 その他製造業    
非製造業 商社 総合商社    
非製造業 商社 自動車販売    
非製造業 商社 食品商社    
非製造業 商社 繊維商社    
非製造業 商社 機械金属商社    
非製造業 商社 化学商社    
非製造業 商社 建材商社    
非製造業 商社 電機関連商社    
非製造業 商社 その他商社   	 	
非製造業 小売業 百貨店    
非製造業 小売業 スーパー    
非製造業 小売業 月販店    
非製造業 小売業 その他小売業    
非製造業 銀行 長期信用銀行    
非製造業 銀行 都市銀行    
非製造業 銀行 地方銀行    
非製造業 銀行 信託銀行    
非製造業 銀行 相互銀行    
非製造業 銀行 証券金融    
非製造業 証券 証券  	  	
非製造業 保険 保険   
 

非製造業 その他金融 その他金融業    
非製造業 不動産 賃貸    
非製造業 不動産 分譲    
非製造業 鉄道・バス 大手私鉄    
非製造業 鉄道・バス 中小私鉄    
非製造業 鉄道・バス バス・その他    
大分類 中分類 小分類 大分類 中分類 小分類 中＋小分類
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非製造業 陸運 陸運    
非製造業 海運 大手海運    
非製造業 海運 内航    
非製造業 海運 外航・その他    
非製造業 空運 空運   	 	
非製造業 倉庫 倉庫    
非製造業 倉庫 運輸関連    
非製造業 通信 通信   
 

非製造業 電力 電力    
非製造業 ガス ガス    
非製造業 サービス 映画   	 	
非製造業 サービス 娯楽施設   	 	
非製造業 サービス ホテル   	 	
非製造業 サービス その他サービス業   	
 	

大分類 中分類 小分類 大分類 中分類 小分類 中＋小分類
